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要旨

超早産児の皮膚密着部位に発生する皮膚トラブ

ルは、致命的な感染症を引き起こす要因となると

共に、超早産児にとって痛みの経験となっている。

本研究では、超早産児の保育器内の温度と湿度に

着目し、日齢0から7までの保育器内環境の変化

を調査した。また、同時に超早産児の皮膚成熟過

程 に つ い て 経 皮 水 分 蒸 散 量：TEWL

（transepidermal water loss）を用いて変化の可

視化を試みた。加えて皮膚の肌理の観察を行い、

これら保育器内の環境変化と皮膚成熟過程との関

係から皮膚トラブルの予防策を検討した。超早産

児のTEWLは、在胎週数や保育器内環境の変化

に関わらず日齢4までに低下に転じ、その後一定

となったため、日齢4までの間に皮膚の状態が大

きく変化している可能性が示唆された。また、保

育器内環境の調査では、対象者8名中2名に皮膚

トラブルが発生した。これらの対象者の保育器内

環境を調べたところ、日齢4までの保育器内絶対

湿度の平均値が30g/㎥以上であり、かつ日齢4時

点でのTEWLが15g/㎡ /h以上であった。これら

のことから、日齢4までの保育器内環境の調整が

重要と考えられ、保育器内絶対湿度30g/㎥未満、

TEWL15g/㎡ /h未満を目安に調整していくこと

が予防策の一つとして提案できる可能性がある。

キーワード： 超早産児、皮膚トラブル、保育器内

環境、皮膚成熟過程

Ⅰ．はじめに

超早産児1）は皮膚が未熟で、角質層が形成され

ていない。よって至適体温を維持するためには、

保育器内を高湿度環境とし、不感蒸泄を抑える必

要がある。しかし、高湿度環境によって超早産児

の皮膚は常に湿潤している状態となる。超急性期

と呼ばれる生後72時間以内は、頭蓋内出血や敗

血症など後の成長発達に影響を及ぼす重大な合併

症が発生しやすいため、新生児の良肢位とされる

四肢を屈曲した仰臥位で体位を保持することで安

静を促している。そのため、皮膚と皮膚が密着し、

頸部や腋窩、鼠径部に皮膚トラブルが生じやすい。

超早産児に発生する皮膚トラブルは、致命的な感

染症を引き超す要因となると共に、痛みの経験と

なる。

Glassら2）は、在胎26週以降の早産児の場合、

生後1週間に保育器内の湿度を高いレベルから下

げることで角質の形成を促し、不必要な経皮水分
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防ぎ、皮膚バリア機能形成を促進すると報告して

いる。しかし、今回課題となっている在胎28週

未満で出生した超早産児については、さらなる調

査が必要であるとされている。また、皮膚の状態

を評価する指標として、沼田ら3）による超早産児

の皮膚成熟過程をマイクロスコープで直接視覚的

に観察をした研究では、胸部の皮膚画像から肌理

の変化を観察できることが明らかになった。しか

し、定量的でない主観的な指標であり再現性に乏

しいことが今後の課題として挙げられていた。

現在、超早産児の皮膚の成熟過程を評価する指

標や、保育器内環境を調整する時期や程度の明確

な基準は明らかになっていない。また、超早産児

の保育器内環境と皮膚トラブルの関係性や皮膚成

熟過程について探求された先行研究は少なく、い

ずれも明らかになっていない。

超早産児の保育器内環境の具体的な調整基準を

見出すことができれば、皮膚トラブルを予防する

一助となると考えられる。そのため、まずは超早

産児の皮膚成熟過程を知る必要があると考え、先

行研究で示されたTEWLと肌理数を評価指標と

して用い、超早産児の皮膚の観察を行うこととし

た。

Ⅱ．研究目的

本研究の目的は、出生後の保育器内環境と、皮

膚トラブルの有無の関連を調査することと、皮膚

の観察を行い、皮膚成熟過程の評価指標を検討す

ることの2点とした。本研究によって超早産児の

皮膚成熟過程に適した保育器内環境の調整基準が

見出されることで、超早産児の皮膚トラブルによ

る感染症や、痛みの経験を予防することにつなが

ると考える。

Ⅲ．用語の定義

皮膚トラブル： 頸部、腋窩、鼠経に発生した発赤、

表皮剥離、びらんなどの皮膚の損

傷。

皮膚成熟過程： 角質の発生と角質層が形成され、

皮膚バリア機能が確立する過程。

Ⅳ．研究方法

1．	研究デザイン
本研究は、TEWL、マイクロスコープを用い

た皮膚画像から解析した細かい肌理数を求め、保

育器の設定温度と相対湿度から換算した絶対湿度

を用いて保育器内環境と、皮膚トラブルとの関連

を記述する前向き横断的観察研究である。

2．	研究対象
1） 研究対象施設

都内の総合母子周産期医療センターと小児医療

センターに属するNICU １施設。

2） 研究対象者
在胎28週未満で出生し、基礎疾患がなく、研

究参加に同意が得られた8名。

3．データ収集期間
2022年6月から12月

4．データ収集方法
入院時に研究対象患者の父親または母親に、病

棟医師と病棟看護師から研究の説明を行い、同意

が得られた時点よりデータ収集を開始した。デー

タ収集は、日齢0、0.5、1、1.5、2、3、4、5、6、

7の10時点で行った。
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1）TEWL
Tewameter TMHex（Courage ＋ Khazaka 

Electronic GmbH社製）を用いて胸部のTEWL

を1時点で3回、同一部位で測定し平均値を求め

た。児の全身状態が不安定な場合は、1時点での

測定を1回で終了した。なお、相対湿度70％以上

の環境下でのTEWLの計測はインテグラル社の

指導のもと実施し、データの信頼性向上に努めた。

2）皮膚の肌理数
マイクロスコープ（BeautyExplorer® SONY製）

を用いて胸部の皮膚の撮影を1時点で3回行い、 

SkinAnalyzer®（SONY製）を用いて画像解析を

行い、細かい肌理数を測定し、平均値を求めた。

児の全身状態が不安定な場合は、1時点での撮影

を1回で終了した。

3）絶対湿度
保育器内環境は、温度と相対湿度によって調整

しているため、本研究はその両方の条件を調査で

きるよう、保育器内の水分量に着目し、保育器内

絶対湿度を換算した。

保育器はATOMメディカル社incu-i®を使用した

（図1-a）。

4）皮膚トラブル
超早産児の皮膚トラブルの好発部位である頸

部、腋窩、鼠経に発生する皮膚トラブルに着目し、

看護師による視覚的観察から部位と皮膚状態を記

述した。

5）基礎データ
在胎週数、出生体重、出生時の状態、出生時か

ら日齢7までの情報を得た。

5.	 分析方法
細かい肌理数、TEWLを皮膚成熟過程の評価

指標として用い、各時点および経時的な平均値と

標準偏差を求め、皮膚状態の変化を示した。保育

器の設定温度と相対湿度から換算した絶対湿度を

用いて、経時的な保育器内環境の変化と、皮膚ト

ラブルとの関連について調査を行った。

Ⅴ．倫理的配慮

研究対象者の父親また母親に対して、説明文書

を用いて研究内容を説明した後、参加意思のある

場合は、同意書に署名をいただいた。合わせて、

同意撤回書をお渡しし、研究期間中はいつでも同

意撤回が可能であることを説明した。

得られた情報は、個人が特定されないように匿

名化を行った。TEWLの測定とマイクロスコー

プでの皮膚の撮影は、対象者のストレスを最小限

にするために、ホールディングを行いながら看護

師2名で実施し、極力短時間で行った。

図1-a；保育器の写真

図1-b；頚部に発生した皮膚トラブルの一例
（体重300g台の超早産児）



― 19 ―

本研究は、東京大学医学系研究科倫理審査の承

認を得て実施した（登録番号：2021165NI）。 

Ⅵ．結果

1．研究対象者の概要
表1に、研究対象者の概要を示す。研究対象者

は、研究対象施設で出生し、NICUに入院となっ

た基礎疾患のない超早産児8名である。在胎週数

は22週6日から27週2日（平均在胎週数：25週2

日）、出生体重は308gから989g（平均出生体重：

686g）、男児5名、女児3名であった。各症例の

経過の概要について表2に示す。

2．	保育器内環境と、皮膚トラブルの有無の
関連について

1） 皮膚トラブルについて
表3に、日齢0、3、4、7日の保育器内の絶対湿

度の数値とTEWLの数値を示す。

皮膚トラブルが発生した症例は、全8名のうち、

症例Aの在胎週数22週6日で出生した児と、症

例Bの在胎週数23週1日で出生した児の2名で

あった。

症例Aは日齢4で頚部と腋窩に皮膚トラブルが

発生した。皮膚トラブルが発生した日の絶対湿度

は35.9±3.0g/ ㎥、TEWLは21.5±2.4g/ ㎡ /hで

あった。全症例の日齢4の絶対湿度の平均値は

26.3±2.9g/㎥、TEWLの平均値は14.4±4.3g/㎡

/hだったため、症例Aは、絶対湿度、TEWLと

も平均値に比較して高かった。

症例Bは、日齢3で頚部と鼠経に皮膚トラブル

が発生した。皮膚トラブルが発生した日の絶対湿

度 は31.2±3.5g/ ㎥、TEWLは16.4±2.4g/ ㎡ /h

であった。全症例の日齢3の絶対湿度の平均値は

26.4±3.0g/㎥、TEWLの平均値は13.4±3.2g/㎡

/hであったため、症例Bも絶対湿度、TEWLと

も平均値より高かった。

症 例Cは、 日 齢3で 絶 対 湿 度27.7g/ ㎡、

TEWL17.6±1.4g/㎡ /hで平均値より高かった

が、日齢4では、絶対湿度28.6 g/㎡、TEWL12.7

±0.2 g/㎡ /hであり、TEWLが、平均値より低く、

皮膚トラブルは発生しなかった。

2） 保育器内環境と皮膚トラブルの関連につ
いて

図3に示した全8症例について、日齢4までに

絶対湿度が平均30g/㎥以上で経過したのは、症

例A、B、C、Fであった。日齢4までの絶対湿度

が平均30g/㎥未満で経過したのは、症例D、E、G、

Hであった。絶対湿度が30g/㎥未満で経過した

症例では、皮膚トラブルの発生はなかったが、絶

対湿度30g/㎥以上では症例A、Bの2症例で皮膚

トラブルが発生した。

図2に示した全8症例のTEWLを比較すると、

日齢4で症例A、B、HはTEWL15g/㎡ /h以上で

あった。TEWLが15g/㎡ /h未満の症例では、皮

膚トラブルの発生はなかった。

皮膚トラブルが発生した症例について共通事項

は、在胎週数24週未満、日齢4までの平均絶対湿

度30g/㎥以上、日齢4時点でのTEWLが15g/㎡

/h以上で経過していた点であった。これらの結

果から、超早産児の未熟な皮膚状態に対し、絶対

湿度30g/㎥ 以上の保育器内環境は、皮膚トラブ

ルを誘発する要因の一つになっていると考える。

次項の3. 1）にTEWLと皮膚成熟過程、3. 2）に

絶対湿度と皮膚成熟過程の詳細を示す。

3.	 保育器内環境と皮膚成熟過程の関連につ
いて

1） TEWLと皮膚成熟過程
図2はTEWLの日齢7までの変化を示してい

る。縦軸がTEWL（g/㎡ /h）、横軸が日齢（日）

である。図2A）～ H）は表1の症例ID番号に対

応している。
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TEWLは全症例で、日齢1±0.5に最も高い数

値を示し、日齢2.6±1.2で低下に転じ、その後は

平均12.4±1.4g/㎡ /hで在胎週数に関わらず、一

定となった。 

図2-A）、B）、C）、G）では、最も高いTEWL

が30g/㎡ /h以上だった。TEWLの日齢7までの

平均は、症例Aで20.3±9.9 g/㎡ /h、症例Bでは

16.8±8.2g/㎡ /h、症例Cでは21.1±9.1g/㎡ /h、

症例Gでは14.3±8.3g/㎡ /hとSD値の範囲が8.9

±0.8だったことから、出生後からの変化の幅が

大きいことがわかる。

TEWLの最高値が30g/㎡ /h以上だった症例の

うち、症例A、Bの2名は皮膚トラブルが出現した。

症例C、Gは皮膚トラブルの発生はなかった。皮

膚トラブルが発生した症例Aは日齢4のTEWL

が21.5±2.4g/ ㎥ /hで、 症 例Bは15.2g/ ㎥ /hで

あった。症例A、Bの日齢4のTEWLは15g/㎡ /

h以上だった。皮膚トラブルが発生しなかったC、

Gは、日齢4のTEWLが15g/㎡ /h未満だった。

図2-D）、E）、F）、H）では、TEWLの最も高

い値は30g/㎡ /h未満であり、いずれも皮膚トラ

ブルの発生はなかった。症例Hは日齢4のTEWL

が16.1±1.0g/㎡ /hであり、TEWL15g/㎥ /h以

上であったが、皮膚トラブルの発生はなかった。

2） 絶対湿度と皮膚成熟過程 
図3は、日齢7までの絶対湿度の日齢変化を示

している。縦軸が絶対湿度（g/㎥）、横軸が日齢

を示す。図3 a-A）～ H）は表1の症例IDに対応

している。 

図3-A）では、日齢6まで絶対湿度は30g/㎥以

上で経過し、30g/㎡未満となったのは、日齢7だっ

た。

図3-B）では、日齢3に絶対湿度が30g/㎥未満

となり、日齢7には25g/㎥未満となった。図

3-C）、F）では、日齢2に絶対湿度が30g/㎥未満

となり、日齢7に25g/㎥未満となった。図3-D）

では、日齢4に絶対湿度は25g/㎥未満となった。

図3-E）、H）では、日齢3には絶対湿度は25g/

㎥未満となった。

図3-G）では、日齢2には絶対湿度は25g/㎥未

満となった。

今回の8症例は、絶対湿度が30g/㎥未満となる

までに平均1.8±2.4日を要していた。

皮膚トラブルが発生した図3-A）の症例は、絶

対湿度が30g/㎥以上である期間が、6日間あり、

他症例に比較し長かった。

また皮膚トラブルが発生した図3-B）、皮膚ト

ラブルが発生しなかった図3-C）、F）でも、絶対

湿度が30g/㎥未満となるまでに3日を要してい

た。 

3） 肌理数と皮膚成熟過程
図4は、日齢7までの肌理数の日齢変化を示し

ている。縦軸が細かい肌理数、横軸が日齢を示す。

図4のA）～Ｈ）は表1の症例ID番号に対応して

いる。

図4-Aでは、出生時から日齢6までは1回の測

定であり、日齢7のみ2回測定した。結果、肌理

数は52から113.5の間で、日齢経過での肌理数に

明らかな変化はみられなかった。

図4-Bでは、日齢2が2回、日齢3が3回、それ

以外は1回測定した。結果、肌理数は60から149

の間であった。計測が3回できた日齢3は、平均

73.7±13.9とバラつきがあり、日齢経過での肌理

数に明らかな変化は認めなかった。

図4-Cでは、出生時と生後12時間後は2回、日

齢1から6は3回、日齢7は1回測定した。結果、

肌理数は平均81.7±11.0から平均164.3±25とバ

ラつきが目立ち、日齢経過での明らかな変化は認

めなかった。

図4-Dでは、全時点において3回測定を行った。

結果、肌理数は平均89.7±39.9から平均182.3±

9.2とバラつきがあり、日齢経過での明らかな変
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化は認めなかった。

図4-Eでは、全時点において3回測定を行った。

結果、肌理数は平均95.3±9.6から平均168±16.3

であった。日齢経過での変化は認めなかった。

図4-Fでは、日齢6・7は3回測定し、それ以外

は1回測定した。結果、肌理数は67から183±5

であった。バラつきがあり、日齢経過での明らか

な変化は認めなかった。

図4-Gでは、出生12時間後のみ測定できず、そ

の他の時点では3回測定した。結果、肌理数は平

均104±10.7から平均160.7±43.3であった。バ

ラつきがあり、日齢経過での明らかな変化は認め

なかった。

図4-Hでは、日齢1と生後36時間は1回測定し、

その他の時点では3回測定した。結果、肌理数は

62から148.7±20.3であった。バラつきがあり、

日齢経過での明らかな変化は認めなかった。

全症例の日齢7までの肌理数の平均値は111±

19だった。計測値のバラつきが見られたものの、

在胎週数や日齢経過による明らかな変化は認めら

れなかった。

Ⅶ.考察

当院NICUでは、超早産児の皮膚の成熟状態と

体温を経験的な感覚で評価し、保育器内の温度と

相対湿度のいずれか、もしくは両方を調整してお

り、具体的な保育器内環境の調整基準がないこと

から保育器内に結露が生じる高加湿状態の場合も

ある。私たちは、臨床的な経験から、超早産児が、

胎内環境から胎外環境への適応のため全身状態が

急激に変化をしている日齢4以内に、皮膚成熟過

程にも何らかの変化が生じていると推測した。皮

膚成熟過程の評価指標として、TEWLと肌理の

数値を用い、仮説として、出生直後は観察されな

いか、もしくは少ない肌理が経時的に増加し、そ

れに合わせてTEWLが低下するのではないかと

考えた。しかし、結果から下記のように考察した。

1.	 保育器内環境と皮膚トラブルの関連につ
いて

皮膚トラブルが発生した症例A、Bは、在胎週

数が24週未満と最も早産で出生した2名であった

ことから、既知の通り、在胎週数が早いほど、皮

膚状態は未熟であり、皮膚トラブルが発生するリ

スクが高いと言える。特に、皮膚トラブルが発生

した症例A、B、皮膚トラブルは発生しなかった

が症例Cの保育器内環境については、過剰な高湿

度環境であった可能性が示唆された。保育器内絶

対湿度30g/㎥未満では、皮膚トラブルの発生が

なかったため、保育器内の温度と相対湿度の設定

を、絶対湿度が30g/㎥未満となるよう調整を行

うことで、過剰な湿度環境による皮膚トラブルを

予防できる可能性があると考える。

2.	 保育器内環境と皮膚の成熟過程との関連
について

在胎週数および絶対湿度に関わらず日齢4以内

にTEWL値が低下し、その後一定となっている

ため、日齢4以内には、在胎週数に関わらず皮膚

の成熟過程に関連する変化があることが示唆され

た。また、在胎週数が早いほど、皮膚状態の変化

が大きいと考えられる。

症例A、Bで皮膚トラブルが発生したことから、

在胎週数が早く、絶対湿度が30g/㎥以上の保育

器内環境かつ、TEWLが15g/㎡ /h以上となるよ

うな未熟な皮膚状態の場合は、皮膚トラブルが発

生する可能性があると考えられる。特に、日齢4

以内で、皮膚成熟過程における変化が起こってい

る可能性があり、保育器内環境の調整がより重要

であると考えられる。

一方で皮膚の肌理数については、在胎週数や日

齢経過での変化が認められなかった。出生後から

肌理数が増加するのではないかと仮説を立てた
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が、本研究では明らかにできなかった。そのため、

皮膚成熟過程を評価する指標として扱うために

は、さらなる探求が必要であると考えられる。

Ⅷ．結論

超早産児の皮膚は、在胎週数が早いほど皮膚ト

ラブルが発生するリスクが高く、特に、在胎25

週未満の超早産児では、保育器内環境の管理基準

を検討する必要がある。また、在胎週数が早いほ

ど、出生後からの皮膚成熟過程の変化が大きく、

特に、日齢4以内には、皮膚成熟過程における変

化が起こっている可能性があり、保育器内環境の

調整がより重要であることが示唆された。

本研究では、保育器内絶対湿度30g/㎥未満で

は、皮膚トラブルの発生がなかったため、保育器

内の温度と湿度の設定を、絶対湿度が30g/㎥未

満となるように調整を行うことで、過剰な湿度環

境による皮膚トラブルを予防できる可能性があ

る。

また、TEWLは、絶対湿度が下がった環境に

も関わらず、日齢経過によって低下に転じ、その

後は在胎週数に関わらず一定となっていることか

ら、皮膚成熟過程の変化を示す指標として捉える

ことができる可能性が示唆された。皮膚の肌理数

に関しては、出生時から日齢7までの変化を本研

究では明らかにすることはできなかった。

Ⅸ．研究の限界と今後の課題

本研究は症例数8であったことから、結果を一

般化することは難しく、皮膚トラブルと保育器内

環境の関連については、今後はより多くの症例

データを収集し、分析を行っていく必要がある。

また、皮膚の成熟過程を評価する指標を明らかに

することはできなかった。今回は日齢7までにと

いう期間であったことや、TEWLと肌理数を評

価指標としたため、今後はより多くの観点から超

早産児の皮膚についての情報収集を行い、正常な

皮膚成熟過程を探求していきたい。
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表１．研究対象患者の概要

症例 ID 在胎週数 出生体重 性別 

A 22 週 6 日 509g 男 

B 23 週 1 日 557g 女 

C 25 週 0 日 771g 男 

D 25 週 6 日 843g 女 

E 26 週 0 日 989g 女 

F 26 週 1 日 308g 男 

G 26 週 3 日 809g 男 

H 27 週 2 日 701g 男 
 

表２．研究対象者の経過概要

症例
ID 

TEWL 肌理細数 保育器内環境 皮膚状態 

A 

出生時・生後 12 時間後・日齢４・
日齢７は３回測定し、それ以外は１
回の測定であった。出生時は平均
20.3±5.3 g/㎡/h、日齢４は平均

21.5±2.4 g/㎡/h、日齢７は平均 6±
１.7 g/㎡/h を示し、日齢 4 に低下傾

向に転じた。 

出生時から日齢６までは１回
の測定であり、日齢７のみ２

回測定した。肌理数は 52 から
113.5 の間で、日齢経過での明

らかな変化はみられなかっ
た。 

保育器の設定湿度は、出生
時 95％から開始され、日齢
4 は 75％まで下げていた。
日齢７では 70％まで下げて

いた。 

日齢 4 に頚部湿
潤のトラブルみ
られたが、翌日
には改善してい
た。日齢７には
全身の皮膚が乾
燥していた。 

B 

日齢３と日齢７は３回計測を行い、
それ以外の時点は１回の測定であっ
た。日齢１は 31.1 g/㎡/h と最も高
く、日齢２にかけて 18.5 g/㎡/h ま
で低下したのち、それ以降、日齢 7
までは大きな変化は認めなかった 

日齢２が２回、日齢３が３
回、それ以外は１回測定し

た。肌理数は 60 から 149 の間
であった。日齢３は、平均
73.7±13.9 とバラつきがあ

り、日齢経過での明らかな変
化は認めなかった。 

保育器の設定湿度は、出生
時 87％から開始され、

TEWL に変化がみられた日
齢 2 は 75％まで設定を下げ

ていた。日齢 6 には湿度
65％まで下げ、日齢 7 では

60％へ下げていた。 

日齢 4 から日齢
6 にかけて頸部
と鼠径部に発

赤、湿潤を認め
た。 

C 

全計測において３回測定した。出生
時から日齢 2 までは、平均
24.3±2.4 g/㎡/h から平均

37.3±1.5 g/㎡/h にて経過していた
が、日齢 3 の平均 17.6±1.4 g/㎡/h 

を境に低下傾向に転じた。 

出生時と生後 12 時間後は２
回、日齢 1 から 6 は３回、日
齢 7 は１回測定した。肌理数
は平均 81.7±11.0 から平均

164.3±25 とバラつきがあり、
日齢経過での明らかな変化は

認めなかった。 

保育器の湿度設定は、出生
時 83％から開始され、

TEWL に変化がみられた日
齢 3 は 70％まで設定を下げ
ていた。日齢 7 では 64％ま

で設定を下げていた。 

日齢７まで皮膚
トラブルはなく

経過した。 

D 

全時点において３回計測を行った。
生後 12 時間の測定において平均

27.1±2.2 g/㎡/h と最も高く、それ
以降は、平均 7.4±2.1 g/㎡ h から平
均 13.7±0.3 g/㎡/h にて経過し、大

きな変化は認めなかった。 

全時点において３回測定を行
った。肌理数は平均 89.7±

39.9 から平均 182.3±9.2 とバ
ラつきがあり、日齢経過での
明らかな変化はみられなかっ

た。 

保育器の湿度設定は、出生
時 80％から開始し、日齢７
には 61％まで下げていた。 

日齢７まで皮膚
トラブルはなく

経過した。 
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表３．皮膚トラブルの有無と保育器内環境の概要

症例ID 在胎週数 日齢０ 日齢3 日齢4 日齢7
皮膚

トラブル
発生日齢 発生部位

絶対湿度（g/㎥） 39.6 32.9 31.8 28.3
TEWL（g/㎡/h） 20.3±5.3 12.2 21.5±2.4 6±1.7
絶対湿度（g/㎥） 36.5 26.9 27.7 24
TEWL（g/㎡/h） 2.3 16.4±2.4 15.2 17.2±1.7

絶対湿度 33.7 27.7 28.6 24.9
TEWL（g/㎡/h） 24.3±2.4 17.6±1.4 12.7±0.2 17.2±10.6
絶対湿度（g/㎥） 28.2 26 24 22.6
TEWL（g/㎡/h） 12.2±0.5 9.8±１ 11.5±1.9 11.3±1.4
絶対湿度（g/㎥） 27.5 23.1 23.5 21.4
TEWL（g/㎡/h） 14.2±0.9
絶対湿度（g/㎥） 33.7 27.8 27.8 24.7
TEWL（g/㎡/h） 26.5 5.1±0.5 4.6±2.0
絶対湿度（g/㎥） 28.2 24.3 24.8 23.1
TEWL（g/㎡/h） 14.9±0.8 9.2±0.9 9.3±1.1 8.6±0.4
絶対湿度（g/㎥） 28.7 22.7 22.5 21.2
TEWL（g/㎡/h） 7.6±0.8 14.7±1.4 16.1±1.0 8.1±0.9

A 22週6日

B 23週1日

C 25週0日

G 26週3日

H 27週2日

有

有

無

無

無

無

D 25週6日

E 26週0日

F 26週１日

無

無

4

3

頚部・腋窩

頚部・鼠経

症例
ID 

TEWL 肌理細数 保育器内環境 皮膚状態 

E 

機器の問題で、日齢２・５・６・７
の４時点で３回測定し、それ以外の
時点では測定できなかった。結果、
日齢 2 は平均 20.7±0.8 g/㎡/h と最
も高く、日齢５には 10.6±0.3 g/㎡

/h に低下した。 

全時点において３回測定を行
った。肌理数は平均 95.3±9.6
から平均 168±16.3 であり、
バラつきがあった。日齢経過
での明らかな変化は認めなか

った。 

保育器の湿度設定は、出生
時 72％から開始しており、
日齢 5 には 65％、日齢７に

は 60％まで下げていた。 

日齢７まで皮膚
トラブルはなく

経過した。  

F 

日齢３・７は３回測定し、機械の問
題により日齢４・６は測定できなか
った。それ以外の時点では 1 回測定
した。出生時は平均 26.5 g/㎡/h と
最も高く、日齢 1 には 12.5 g/㎡/h 
に低下し、さらに日齢 5 には 4.6 g/

㎡/h まで低下した。 

日齢６・７は３回測定し、そ
れ以外は 1 回測定した。肌理
数は 67 から 183±5 であった
（図 15）。図 15 で示された通
りバラつきがあり、明らかな

変化は認めなかった。 

保育器の湿度設定は、出生
時 82％から開始しており、
TEWL に変化があった日齢

1 では 80％であった。日齢 3
には 65％まで下げていてお
り、日齢 7 まで 65％で管理

されていた。 

日齢７まで皮膚
トラブルはなく

経過した。 

G 

生後 12 時間のみ測定できず、その
他の時点では 3 回測定した。結果、
日齢 1 は平均 31.3±3 g/㎡/h と最

も高く、日齢 2 には 9.4±1.3 g/㎡/h 
まで低下した。それ以降は大きな変

化は認めなかった。 

肌理数は、出生 12 時間後のみ
測定できず、その他の時点で
は３回測定した。結果、肌理
数は平均 104±10.7 から平均

160.7±43.3 であった。バラつ
きがあり、日齢経過での明ら
かな変化は認めなかった。 

保育器の湿度設定は、出生
時 72％から開始しており、
TEWL に変化があった日齢

2 では 67％まで下げ、日齢 7
には 65％まで下げていた。 

日齢７まで皮膚
トラブルなく経

過した。 

H 

日齢１は測定できず、生後 36 時間
は 1 回測定し、その他の時点では３
回測定した。結果、出生時が 7.6±1 
g/㎡/h と最も低く、生後 36 時間が
18.6±3 g/㎡/h と最も高く、日齢経

過での明らかな変化は認めなかっ
た。 

日齢１と生後 36 時間は 1 回測
定し、その他の時点では３回
測定した。結果、肌理数は 62
から 148.7±20.3 であり、バ
ラつきがあった。日齢経過で
の明らかな変化は認めなかっ

た。 

保育器の湿度設定は、出生
時 70％から開始しており、
日齢 7 には 60％まで下げて

いた。 

日齢７まで皮膚
トラブルはなく

経過した。 
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図２．TEWLと日齢経過
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図３．絶対湿度の日齢経過
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図４．肌理細数と日齢変化


